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平成18年度東海・北陸地区国立大学法人等銭術職員合同研修報告
(機械コー ス)
第一技術室 回中義樹
今年度より従来の東海・北陸地区教室系技術職員合同研修と東海町北陸地区妓術専門職員合同研修
を統廃合し国大協地区支部研修として実施された標記合同研修は、金沢大学工学部において9月6日か
ら3日間の日程で行われ 10機関より17名が受講した.金沢大学角間キャンパス1立、北地区、中地区、南
地区に分けられた緑豊か主広大主キャンパスで、研修金場l立、南地区にある自然科学3号館(工学部)をメ
インにして行われた回
今回の研修は、「団塊の世代の退職者がピ クを迎える中で技術ー技能の伝承が問題になると同時に中
堅の筏術職員の役割並びに人材育成がこれからの銀題となりつつある@そこで、東海北陸地区画立大牢
法人等の技術聡員相当の職にある者に対して、新た主尊門的按術及び伝統工芸に関する知識等を習得さ
せ、枝術職員としての責貨の向上を図ると共に職員相互の主流に寄与するIことを目的として実施された.
次ページのスケジュール通仇初日に開講式、専門情聴、ポスタ セッション、按術支媛センタ 見学、 Z日
目に実験実官、最終日に専門限義と企業見学が行われた。講義の詳細については割愛するが、技術・筏
能の伝承が主たる目的だったので難しい理論などがな〈、わかり易<.興味の沸〈肉容でした。
ポスターセ、ノションでは.日常葉務の幾っかをポスヲーにまとめて発表し.質疑応答を行った。発表の7割
位がもの作りに関するものであり、これからの教育におけるもの作りの重要性を認能させられました。
2日自由実験・実習は6テーマの中からI各種エンジンによる動力エネルギー車検機構jを選択した.午
前中は.スターリンゲエンジンの現状.2サイヤルエンジン.ロータリエンジンのカットモデル等を使用した講
義.ガ、ノリンエンジンの急激な燃焼・爆発による圧力よ鼻でフィルムキャップを吹き飛ばす積子や、ディーぜ
んエンジンの断熱圧縮による温度上昇で硝酸紙が燃焼する様子の観察を行った。午後は、焼玉(グローブ
ラゲ)点火式2サイウJレオットー エンジン(排気量 2cc)の分解、 組み立てを行った。このエンジンは機能機
織工学科の講義に使用されているものです。部品が小さ〈て.高齢の私にとっては悪銭苦闘の連続でした。
組み立てたエンジンをラジコンカーに載せ.エンジン始動.走行テストを行った。屋外に専用のコースがあり
ますが、当日は雨天のため、玄関の中で走らせましたo^ピ ドも想像以上に速く上手に操作できず、 また
一汗かきました。
量終日の企業見学Ii:.寛永二年(1625年)創業‘金沢で最も長い歴史と伝統を跨る酒蔵の(株)福光
慶を見学した。ビデオで酒の造り方の説明を受けた後、 2班にsljれて酒蔵を見学L、刺き酒を行った.福光
屋の仕込み水l立、実に百年目績月をかけて蔵に辿り着〈そうですa帰りには、お主産を頂き')ラ‘ノヲスした見
掌でした。
今回の研修では、他文学 高ー尊の方々と情報交換や主流を行うことができ、大童有意義な研修でした。
最後に.この研修に携われた金沢大学由スタyフの方々にお礼を申しょげます.
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平成18年度 車海 ・北陸地区国立大学法人等技術職員合同研修 (機械コース)日程墨
時 自l 9月6目 (水) 9月7日 (木) 9月8目 (金)
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